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第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

春
徳
寺
と
そ
の
歴
史

�

原
田
　
博
二

一
、
春
徳
寺

　

春
徳
寺（
華
嶽
山
、
臨
済

宗
建
仁
寺（
黄
龍
）派
）
は
、

寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）泰
室

清
安
に
よ
っ
て
岩
原
郷
に
開

創
さ
れ
た
。

　

最
初
、
大
梅
山
春
徳
寺
と

命
名
さ
れ
た
が
、
寛
永
一
七

年（
一
六
四
〇
）長
崎
代
官
末

次
平
蔵
茂
貞
の
援
助
に
よ
っ

て
現
在
地
に
移
転
、
山
号
も

初
代
平
蔵
政
直
の
法
名
華
嶽

に
ち
な
ん
で
華
嶽
山
と
改
め

た
。

　

以
後
、
禅
林
寺
（
河
東
山
、

臨
済
宗
妙
心
寺
（
楊
岐
）
派
、

寺
町
）
と
と
も
に
長
崎
に
お

け
る
臨
済
宗
の
寺
院
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
、
末
次
平
蔵
家

　

末
次
家
は
、元
和
五
年（
一 

六
一
九
）
初
代
平
蔵
政
直
以

来
、
二
代
平
蔵（
平
左
衛
門
）

茂
貞
、
三
代
平
蔵
茂
房
、
四

代
平
蔵
茂
朝
ま
で
長
崎
代
官

を
勤
め
た
。

　

初
代
平
蔵
政
直
は
、
博
多

の
豪
商
末
次
興
善
の
子
で
、

長
崎
に
屋
敷
を
構
え
、
安
南

や
台
湾
な
ど
で
貿
易
を
行
う

な
ど
朱
印
船
貿
易
商
と
し
て

巨
財
を
な
し
た
。

　

か
た
わ
ら
長
崎
代
官
村
山

等
安
と
抗
争
、元
和
三
年（
一 

六
一
七
）失
脚
に
追
い
込
み
、

代
わ
っ
て
長
崎
代
官
に
任
じ

ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
寛
永
五
年
（
一
六 

二
八
）以
降
、台
湾
で
オ
ラ
ン 

ダ
総
督
ヌ
イ
ツ
と
抗
争
（
台 

湾
事
件
）、そ
の
よ
う
な
な
か

の
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）

五
月
二
五
日
没
し
た（
法
名

雲
證
院
殿
華
嶽
淨
高
居
士
）。

一
説
に
口
封
じ
の
た
め
斬
殺

さ
れ
た
と
い
う
。

　

二
代
平
蔵
茂
貞
は
、
初
代

平
蔵
政
直
の
子
で
（
母
は
名

前
不
詳
、
法
名
智
勝
院
殿
天

桂
永
壽
大
姉
・
元
和
二
年
四

月
二
一
日
没
）、寛
永
七
年（

一
六
三
〇
）
長
崎
代
官
に
任

じ
ら
れ
る
と
父
平
蔵
政
直
以

上
に
辣
腕
を
振
る
い
、
末
次 

家
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と 

し
た
が
、正
保
三
年（
一
六
四 

六
）没
し
た（
法
名
永
安
院
殿

通
玄
宗
徹
居
士
）。
妻
は
先

妻（
名
前
不
詳
、
法
名
香
林

院
殿
月
桂
永
昌
大
姉
・
寛
永

三
年
五
月
二
日
没
）、後
妻（

名
前
不
詳
、
法
名
長
福
院
・

元
禄
八
年
八
月
一
三
日
没
）

で
あ
っ
た
。

　

三
代
平
蔵
茂
房
は
、
二
代 

平
蔵
茂
貞
の
子
で
（
母
は
香 

林
院
）、
正
保
四
年（
一
六
四 

七
）
長
崎
代
官
に
任
じ
ら
れ 

た
が
、慶
安
二
年（
一
六
四
九 

）致
仕
、
寛
文
九
年（
一
六
六 

九
）
閏
一
〇
月
二
日
没
し
た

（
法
名
皆
春
院
昨
非
不
干
居
士
）。

　

四
代
平
蔵
茂
朝
は
、
二
代

平
蔵
茂
貞
の
子
で（
母
は
長

福
院
）、
三
代
平
蔵
茂
房
の

弟
で
あ
る
。

　

慶
安
二
年（
一
六
四
九
）長 

崎
代
官
に
任
じ
ら
れ
た
が
、

延
宝
四
年（
一
六
七
六
）手
代

陰
山
九
太
夫
ら
の
密
貿
易
が

発
覚
、
四
代
平
蔵
茂
朝
と
そ

の
母
長
福
院
は
資
金
を
投
資

し
て
い
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ
、

茂
朝（
四
三
歳
）と
そ
の
子
平

兵
衛（
二
〇
歳
）は
隠
岐
国
に
、

長
福
院（
六
四
歳
）と
そ
の
孫

で
、
平
蔵
茂
朝
の
子
三
十
郎

（
三
歳
）ら
は
壱
岐
国
に
流

罪
と
な
り（
末
次
事
件
）、
同

家
は
断
絶
し
た
。
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春
徳
寺
墓
地
に
は
二
代
平

蔵
茂
貞（
永
安
院
）と
そ
の
妻

（
香
林
院
）の
墓
碑
、
不
明
墓 

碑（
瑞
光
院
）の
墓
碑
三
基
が
、

建
仁
寺（
京
都
市
東
山
区
）の

塔
頭
両
足
院
墓
地
に
は
、
二

代
平
蔵
茂
貞（
永
安
院
）と
そ

の
妻（
香
林
院
）の
墓
碑
、
三

代
平
蔵
茂
房（
皆
春
院
）の
墓

碑
三
基
が
現
存
す
る
。

瑞光院墓碑

　

こ
の
春
徳
寺
墓
地
の
不
明

墓
碑
に
つ
い
て
は
、
墓
碑
に

「
瑞
光
院
殿
壽
岩
淨
永
大
姉

寛
文
九
己
酉
載
十
月
十
九
日 

」と
刻
ま
れ
て
、三
代
平
蔵

茂
房
の
妻
と
四
代
平
蔵
茂
朝

の
妻
の
二
人
が
考
え
ら
れ
る

が
、
三
代
平
蔵
茂
房
の
妻
に

つ
い
て
は
、両
足
院
の『
月
牌

簿
』に
そ
の
名
前
が
な
い
こ

と
か
ら
茂
房
は
、
生
涯
独
身

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
四
代
平
蔵
茂
朝
の

妻
に
つ
い
て
は
、『
犯
科
帳
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
末
次
事

件
の
処
罰
者
の
な
か
に
四
代

平
蔵
茂
朝
妻
と
し
て
そ
の
名

前
が
な
い
。

　

し
か
し
、
わ
ず
か
三
歳
の

三
十
郎
で
さ
え
壱
岐
国
に
流

罪
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
茂

朝
の
妻
が
処
罰
さ
れ
な
い
の

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
『
犯
科
帳
』に
よ
れ
ば
三
十

郎
は
、
壱
岐
国
到
着
後
間
も

な
い
六
月
六
日
に
病
没
し
て

い
る
の
で
、
処
罰
は
三
歳
の

幼
児
と
い
え
ど
も
容
赦
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら 

瑞
光
院
は
、
四
代
平
蔵
茂
朝 

の
妻
で
、寛
文
九
年（
一
六
六 

九
）す
で
に
没
し
て
い
た
の

で
、『
犯
科
帳
』に
そ
の
名
前

が
な
い
の
だ
と
考
え
る
。

三
、
城
ノ
古
址

　

春
徳
寺
後
山
の
城
ノ
古
址

は
、
か
つ
て
長
崎
氏
の
城
砦

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。　

岩
山
で
石
材
は
城
ノ
古
址
石

と
呼
ば
れ
、
住
宅
や
墓
石
な

ど
の
資
材
と
し
て
盛
ん
に
切

り
出
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
龍
頭
巌
と
そ
の

一
帯
は
、
石
材
を
切
り
出
す

こ
と
は
、
ず
っ
と
タ
ブ
ー
と

さ
れ
て
い
た
。

　

寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）長

崎
代
官
末
次
二
代
平
蔵
茂
貞

は
、
亡
父
初
代
平
蔵
政
直
の

墓
碑
を
建
立
す
る
た
め
に
龍

頭
巌
を
掘
削
さ
せ
た
と
こ
ろ

鏨
を
打
込
ん
だ
岩
面
か
ら
鮮

血
が
滲
み
出
た
と
い
う
。

　

石
工
の
報
告
に
色
を
失
っ

た
茂
貞
は
直
ち
に
工
事
を
中

止
し
た
と
い
う
が
、
現
在
で

も
、
不
動
堂
内
の
不
動
明
王

の
背
後
の
岩
壁
に
は
政
直
の

「
雲
證
院
殿
華（
以
下
、
判
読

不
能
）」の
法
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

城ノ古址・不動像（左）と不動堂（右）

参
考
文
献

『
新
長
崎
市
史
・
第
一
巻
』長
崎
市

二
〇
一
三
年　

六
三
三
～
六
三
九
頁

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

フ
ル
ベ
ッ
キ
と
長
崎

�

野
田
　
和
弘

一
、
生
い
立
ち

　

グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
、

一
八
三
〇
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ザ

イ
ス
ト
で
生
ま
れ
、
敬
虔
な

ル
タ
ー
派
教
徒
の
家
庭
で
育 

っ
た
。
以
下
、
そ
の
生
涯
に

つ
い
て
井
上
篤
夫
著
『
フ
ル

ベ
ッ
キ
伝
』を
も
と
に
記
述

す
る
。

　

少
年
時
代
か
ら
詩
や
音
楽

を
好
み
、
仏
語
、
独
語
、
英

語
が
堪
能
で
あ
っ
た
。
二
〇

歳
の
時
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
工
業

学
校
で
機
械
工
学
を
学
ん
だ
。

　

一
八
五
二
年
、
二
二
歳
の

と
き
に
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
や

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
で
機
械
工

事
関
係
の
職
に
就
い
た
。
二 

四
歳
の
時
、
コ
レ
ラ
に
罹
っ

た
が
一
命
を
取
り
と
め
た
。

こ
の
と
き
、
病
床
で
外
国
で

の
伝
道
に
志
を
固
め
た
と
思

わ
れ
る
。

　

一
八
五
六
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
オ
ー
バ
ン
神
学
校

に
入
校
、
一
八
五
九
年
三
月
、

二
九
歳
で
同
校
を
卒
業
し
た
。

　

同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
・
オ

ラ
ン
ダ
改
革
教
会
が
日
本
で

の
宣
教
の
た
め
、
日
本
に
派

遣
す
る
三
人
の
宣
教
師
の
一

人
に
選
ば
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

語
が
出
来
る
こ
と
が
合
格
の

要
因
で
も
あ
っ
た
。
出
発
に

先
立
ち
マ
リ
ア
・
マ
ニ
ョ
ン

と
結
婚
し
た
。

　

同
年
五
月
妻
マ
リ
ア
を
連

れ
、
他
の
二
人
の
宣
教
師
と

共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
航
、

上
海
で
マ
リ
ア
を
一
時
待
機

さ
せ
、
同
年（
安
政
六
）一
一

月
七
日
長
崎
に
到
着
し
た
。

二
、
長
崎
で
の
生
活

　

ま
ず
長
崎
市
中
の
民
家
を

借
り
、
同
年
末
マ
リ
ア
を
呼

び
寄
せ
た
。

　

翌
安
政
七
年（
一
八
六
〇
）

一
月
、
長
女
エ
マ
・
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
が
生
ま
れ
た
が
二
週
間

末次家墓地（両足院内）

フルベッキ肖像
（長崎歴史文化博物館収蔵）
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第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

『
長
崎
談
叢
』の
創
刊
者
、

　
　
　
　
　
　
　
藤
木
喜
平

�

大
田
　
由
紀

　
『
長
崎
談
叢（
だ
ん
そ
う
）』

は
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）五 

月
発
行
の
第
一
輯
（
し
ゅ
う 

）か
ら
、
平
成
二
七
年（
二
〇 

一
五
）一
〇
月
の
第
一
〇
〇
輯 

ま
で
、
お
よ
そ
九
五
〇
編
の

論
考
が
発
表
さ
れ
、
多
様
な

テ
ー
マ
は
長
崎
の
郷
土
史
研

究
の
礎
と
な
っ
た
。

　

創
刊
し
た
の
は
藤
木
喜
平
。

藤
木
博
英
社
、
浜
屋
百
貨
店
、

長
崎
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
な
ど

を
開
業
、
長
崎
の
代
表
的
な

経
済
人
と
し
て
知
ら
れ
た
人

物
で
あ
る
。

　

藤
木
は
明
治
二
二
年
（
一 

八
八
九
）
福
岡
県
八
女
市
に

生
ま
れ
、
高
等
小
学
校
卒
業

後
、
長
崎
の
紙
問
屋
に
奉
公

し
た
。
印
刷
に
興
味
を
覚
え
、

二
二
歳
の
と
き
に
独
立
し
て

藤
木
博
英
社
を
創
業
し
た
。

妥
協
を
許
さ
な
い
仕
事
熱
心

な
性
格
で
、
同
社
を
長
崎
の

代
表
的
な
印
刷
会
社
に
成
長

さ
せ
て
い
っ
た
。

　

印
刷
業
は
地
域
文
化
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
。
長
崎
学

の
祖
と
い
わ
れ
た
古
賀
十
二

日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
。

　

明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）

頃
か
ら
は
宣
教
師
本
来
と
し

て
の
活
動
に
注
力
し
、
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
道
に
努
め
た
が
、

明
治
三
一
年（
一
八
九
八
）東 

京
赤
坂
の
自
宅
で
心
臓
麻
痺

の
た
め
急
死
し
た
。
享
年
六 

八
。
墓
は
東
京
都
港
区
青
山

霊
園
外
国
人
墓
地
に
あ
る
。

参
考
文
献　

井
上
篤
夫『
フ
ル
ベ
ッ
キ
伝
』（
株
）

国
書
刊
行
会
二
〇
二
二
年

岩
松
要
輔「
化
学
・
技
術
の
推
進　

英
学
校
・
致
遠
館
」（
杉
本
勲
編『
近

代
西
洋
文
明
と
の
出
会
い
』所
収
）

思
文
閣
出
版
一
九
八
九
年

後
に
死
亡
、
稲
佐
悟
真
寺
の

国
際
墓
地
に
埋
葬
し
た
。

　

長
崎
で
は
日
本
語
の
習
得

に
努
め
、
庄
内
藩
酒
田
出
身

で
蘭
学
者
の
本
間
郡
兵
衛
ら

に
日
本
語
を
学
ん
だ
。

　

文
久
元
年（
一
八
六
一
）春

頃
か
ら
、
唐
通
事
の
何（
が
）

礼
之
助
、
平
井
義
十
郎
や
佐

賀
藩
士
本
野
周
造
ら
数
名
に

一
年
を
通
じ
て
英
語
を
教
え

た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
何
礼
之
助

と
平
井
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
に
師

事
し
、
互
い
の
交
流
は
長
く

続
い
た
。

　

同
年
一
一
月
、
崇
福
寺
の

広
福
庵
に
転
居
し
た
。

　

更
に
元
治
元
年
（
一
八
六 

四
）七
月
、大
徳
寺
境
内
に
転

居
し
五
年
間
住
ん
だ
。

　

同
年
八
月
、
長
崎
奉
行
所

か
ら
語
学
所
の
英
語
教
師
就

任
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
語
学

所
で
は
何
礼
之
助
と
平
井
が

学
頭
を
務
め
て
お
り
、
彼
ら

の
推
薦
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
幕
府
は
英
語
、
蘭
語
、

仏
語
が
出
来
る
フ
ル
ベ
ッ
キ

に
大
い
に
期
待
し
て
い
た
。

　

語
学
所
で
は
週
五
日
、
毎

二
時
間
、
英
語
と
数
学
を
教

え
た
。
年
俸
は
一
二
〇
〇
ド

ル
（
当
時
一
ド
ル
は
一
両
と

換
算
）
と
高
額
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
語
学
所
は
、
済
美

館
、
広
運
館
と
名
称
も
内
容

も
変
わ
っ
て
い
く
が
、
フ
ル 

ベ
ッ
キ
は
、
明
治
二
年
（
一 

八
六
九
）
東
京
に
招
聘
さ
れ

る
ま
で
、
五
年
間
教
師
を
続

け
た
。

三
、
致
遠
館
の
設
置

　

佐
賀
藩
は
、
幕
末
に
は
藩

を
あ
げ
て
西
洋
知
識
の
吸
収

に
努
め
た
。
こ
の
結
果
、
も

は
や
蘭
学
で
は
な
く
英
学
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
英
語
を

学
ぶ
必
要
性
を
知
っ
た
。

　

佐
賀
藩
蘭
学
寮
指
南
役
の

大
隈
重
信
は
、
副
島
種
臣
ら

と
共
に
早
く
か
ら
長
崎
で
英

語
を
学
び
始
め
た
。
こ
の
時

フ
ル
ベ
ッ
キ
と
関
係
が
で
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

一
二
月
佐
賀
藩
は
、
英
学
研

究
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
に
学

問
所
を
開
設
し
、
フ
ル
ベ
ッ

キ
を
教
師
に
雇
用
し
た
。
場

所
は
佐
賀
藩
諫
早
家
長
崎
屋

敷（
現
長
崎
市
五
島
町
）に
設

け
ら
れ
、
名
称
は
蕃
学
稽
古

所
と
さ
れ
た
。
最
初
の
学
生

数
は
三
〇
名
で
、
副
島
と
大

隈
が
学
頭
に
就
い
た
。

　

フ
ル
ベ
ッ
キ
は
済
美
館
と

掛
け
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
一

日
お
き
に
来
て
二
時
間
の
授

業
を
行
っ
た
。

　

明
治
元
年（
一
八
六
八
）九

月
に
致
遠
館
と
改
称
さ
れ
た

が
、
翌
二
年
三
月
フ
ル
ベ
ッ

キ
が
東
京
に
招
聘
さ
れ
、

ま
た
学
生
二
七
名
が
東

京
で
の
勉
学
を
命
ぜ
ら

れ
転
出
し
た
こ
と
な
ど

で
、
致
遠
館
は
閉
校
と

な
っ
た
。

　

致
遠
館
は
一
年
半
の

短
期
間
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
授
業
は
画
期
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
学
生

た
ち
は
自
由
に
質
問
で

き
、
教
師
と
学
生
は
一

緒
に
な
っ
て
議
論
し
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
、

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
書

も
教
材
に
使
用
し
た
。

学
生
た
ち
は
英
語
を
学

ぶ
と
同
時
に
、
民
主
政

治
の
理
念
や
制
度
も
学

ん
だ
の
で
あ
る
。

四
、
明
治
政
府
の
招
聘

　

明
治
二
年
二
月
フ
ル
ベ
ッ

キ
は
、
明
治
政
府
か
ら
開
成

学
校（
後
の
東
京
大
学
）の
開

設
準
備
と
教
頭
就
任
を
要
請

さ
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
三
月
、

一
〇
年
間
住
ん
だ
長
崎
を
離

れ
上
京
し
た
。

　

開
成
学
校
で
は
教
頭
と
し

て
学
校
の
整
備
、
教
育
内
容

の
充
実
に
努
め
た
。

　

同
時
に
明
治
政
府
の
政
治

顧
問
的
立
場
と
な
り
、
政
治
、

法
制
度
、
教
育
な
ど
多
岐
に

亘
る
分
野
で
助
言
を
行
い
、

「致遠館学生との集合写真」（部分）　中央がフルベッキ　明治元年か２年頃。
場所は上野写真館と推定される。（長崎歴史文化博物館収蔵）
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郎
と
の
縁
を
得
て
、
長
崎
の

郷
土
史
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
古
賀
の
も
と
に

通
い
、
仲
間
も
得
た
。

　

当
時
長
崎
に
は
、
郷
土
史 

研
究
の
雑
誌
は
な
か
っ
た
。

藤
木
は
「
長
崎
に
ふ
さ
わ
し

い
史
的
研
究
の
雑
誌
」
を
発

刊
し
た
い
と
い
う
思
い
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
。
同
志
の
神

代
祇
彦
に
編
集
長
を
依
頼
、

仲
間
と
相
談
し
な
が
ら
準
備

を
始
め
た
。

　

原
稿
は
長
崎
三
学
者
と
い

わ
れ
た
古
賀
、
県
立
長
崎
図

書
館
長
永
山
時
英
、
長
崎
高

等
商
業
学
校
教
授
武
藤
長
蔵

を
は
じ
め
、
地
元
の
研
究
家

の
論
考
一
三
編
が
す
ぐ
に
寄

せ
ら
れ
た
。
掲
載
さ
れ
た
論

考
は
中
央
の
学
会
か
ら
も
注

目
さ
れ
、
創
刊
号
は
瞬
く
間

に
完
売
と
な
っ
た
。
藤
木
は

印
刷
技
術
も
紙
質
も
内
容
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た
い

も
の
と
願
い
、
採
算
は
考
え

な
か
っ
た
。

　

談
叢
の
創
刊
が
契
機
に
な

り
、
昭
和
三
年
六
月
七
日
長

崎
史
談
会
が
誕
生
し
た
。
談

叢
は
藤
木
個
人
の
発
行
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
の
ち

に
長
崎
史
談
会
発
行
の
会
報

と
な
り
、
会
員
の
研
究
発
表

の
場
と
な
っ
た
。
藤
木
自
身

が
論
考
を
発
表
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
多

忙
な
業
務
の
な
か
、
率
先
し

て
史
跡
巡
り
や
講
演
会
な
ど

の
世
話
役
を
引
受
け
た
。

　

発
会
し
て
ま
も
な
く
、
国

宝（
当
時
）の
福
済
寺（
筑
後

町
）
で
史
談
会
主
催
の
普
茶

料
理
賞
味
会
が
開
か
れ
た
。

途
中
、
台
所
の
煙
突
か
ら
火

が
噴
出
し
て
い
る
の
に
気
づ

い
た
藤
木
は
、
シ
ャ
ツ
一
枚

に
な
っ
て
屋
根
に
か
け
上
り

水
を
か
け
て
消
火
し
た
。
寒

中
の
こ
と
で
、
あ
と
で
震
え

な
が
ら
熱
燗
で
冷
え
た
身
体

を
温
め
た
と
い
う
。
福
済
寺

は
原
爆
で
焼
失
し
た
が
、
国

宝
の
恩
人
と
語
り
草
に
な
っ

た
藤
木
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。

　

戦
後
は
史
談
会
幹
事
長
、

会
長
も
務
め
た
。
昭
和
五
七

年（
一
九
八
二
）九
二
歳
で
死

去
。
史
談
会
以
外
の
文
化
活

動
に
も
理
解
を
示
し
、
援
助

を
行
っ
た
。
長
崎
屈
指
の
経

済
人
は
、
屈
指
の
文
化
人
で

も
あ
っ
た
。

参
考
文
献

神
代
祇
彦『
藤
木
喜
平
翁
評
伝
』博

友
社
一
九
六
五
年

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

西
洋
医
学
と
阿
蘭
陀
通
詞

�

福
沢
　
道
夫

　

西
洋
医
学
が
初
め
て
日
本

に
伝
来
し
た
の
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
宣
教
師
に
よ
る
南
蛮
医

学
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
幕
府
の
キ

リ
ス
ト
教
禁
令
以
後
は
、
南

蛮
医
学
に
代
わ
り
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
医
か
ら
紅
毛
医

学（
オ
ラ
ン
ダ
医
学
）が
も
た

ら
さ
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
の
医
療
は
、

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
漢
方
医

学
が
中
心
だ
っ
た
。
医
師
た

ち
は
西
洋
医
学
が
伝
来
す
る

と
、
漢
方
医
学
に
な
い
生
薬

や
刀
傷
に
有
効
な
外
科
治
療

に
注
目
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
、
長
崎
や

江
戸
の
医
師
た
ち
は
、
阿
蘭

陀
通
詞
を
介
し
て
、
来
日
し

た
商
館
医
か
ら
外
科
の
医
療

技
術
や
薬
の
調
合
法
を
学
ん

だ
。
伝
授
さ
れ
た
医
術
は
、

医
師
た
ち
に
よ
っ
て
紅
毛
外

科
と
し
て
広
ま
っ
た
。

　

長
崎
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船

に
よ
っ
て
、
多
様
な
薬
種
や

蘭
訳
医
学
書
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
に
熟
達
し

た
阿
蘭
陀
通
詞
の
中
に
は
、

商
館
医
や
蘭
訳
医
学
書
か
ら

蘭
方
医
学
の
知
識
や
医
療
技

術
を
学
ん
で
、
医
学
の
研
究

を
す
る
人
も
出
て
き
た
。

　

本
木
良
意
は
、
杉
田
玄
白

が
安
永
三
年（
一
七
七
四
）に

著
し
た『
解
体
新
書
』の
八
六

年
前
に
な
る
天
和
二
年
（
一 

六
八
二
）に
日
本
で
初
め
て

解
剖
書
を
翻
訳
し
た
。
楢
林

鎮
山
は
、
蘭
訳
外
科
書
を
翻

訳
し
、
楢
林
流
外
科
の
指
導

書
に
ま
と
め
た
。
吉
雄
耕
牛

（
永
章
）は
、
歴
代
の
商
館
医

か
ら
蘭
方
医
学
を
学
び
、
長

崎
や
江
戸
で
多
く
の
門
人
を

育
て
た
。
ま
た
、『
解
体
新

書
』
に
序
文
を
記
し
た
。

　

彼
ら
阿
蘭
陀
通
詞
は
、
日

本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
道

を
切
り
開
い
た
パ
イ
オ
ニ
ア

だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の

業
績
が
広
く
一
般
に
知
ら
れ

る
事
は
な
か
っ
た
。

　

明
治
二
年（
一
八
六
九
）福

沢
諭
吉
は
、
杉
田
玄
白
が
亡

く
な
る
三
年
前
の
文
化
一
二

年
（
一
八
一
五
）
八
三
歳
の

時
に
記
し
た
回
想
録
の
写
本

『
蘭
東
事
始
』を
翻
刻
し
て
、

『
蘭
学
事
始
』の
表
題
で
刊
行

し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
回
日

本
医
学
会
総
会
が
開
催
さ
れ

た
明
治
二
年（
一
八
六
九
）に

再
版
し
て
、
広
く
世
に
紹
介

し
た
。

　

こ
の
事
に
よ
り
『
解
体
新

書
』
が
西
洋
医
学
な
ど
蘭
学

の
始
ま
り
と
し
て
、
一
般
に

周
知
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
。

　

一
方
、『
解
体
新
書
』に
先

立
つ
阿
蘭
陀
通
詞
た
ち
の
訳

業
は
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

参
考
文
献
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史
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史
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